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調整費用モデルの展望と問題点
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はじめに

酒井 徹

マクロ的投資関教を企業の主体的行動理論から裏付ける試みが新古典派の

経済学者特にジョノレゲンソジ等によって行なわれてきた。彼等は実証分析の

方面でも精力的に住事をしてきており，その成果として「伸縮的加速子」タ

イプの投資関教

K(t)= r [K(t)-K*(t)]， -1 < r < 0 
を計測し，これがきわめて高い統計的適合度を示すことを確認している。し

かしながら，上の調整メカニズムは adhocに仮定されており，新古典派企

業理論による裏付けを持っていなし、。それ以上に問題視されるのは，このad

hocな仮定が企業の利潤極大化行動とまったく矛盾するという事である。

こうした理論と実証のギャップを埋める試みとして導入されたのが「調整

費用Jである。アイスナーとストロッツは資本ストックの調整に伴うコスト

を明示的に大れ，企業の最適化行動により同様の投資関教をはじめて導出し

た。彼等のモデルは凸の投資費用を想定するが，その理由として， (1)資本財

市場が不完全で、あること， (2)企業が投資活動をおこなう場合には資本財購入
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殻の抱に投資活動それ自体kこ費F誌がかかること，をあげている。このような

時には資本ストックの諮撃が早ければ早い程潟い費用者去負捜しなければなら

なし、から，むしろ議整を溜らせることが企業にとっての合壊的行動となるで

あろう。この時には望ましい投資水準とし、う捜急だけが意味合もつもの

って，謹ましい資本設はまったく無意味なものとなってくる。

調整費用は資本の関定性を拐添ずる，と良〈言われている。この間定性と

く言えばモピリディの欠除に他ならない。新古典派理論は資本財市場

と資本のそピリティを仮定しているから，投資費用は土色調的資本財

購入霊堂だけである。従って現実の資本裁が望ましい資本量を下問る場合には

所望されるだけの資本が部墜に調整され，その後の調整は議運訴に不合理と

なる。

るに，新古典派の念業行動から iき出すことは可能であ

るカ1，ぺこの

派の;惣2返する

だすことができなし、また，新官典

語的とは短期的なtt溜利j間の媛大住行設を指しており，

「初期時点の所与の資本ストック，fと対して企業の現在繍値を機大にするJよ

うな異詩的最適化行動とは異なる。たとえi関数腎用モデノレとi可ーの動学的思

的関数=企議め現在価値な採fflCたとしても企業の最適徐行動は静学的な科

C，従って望ましい にとどまるであろう ο第

[1]節はこの点を少し立ち入って考察している。

「謂整蓄をi誌が資本の岡常註を明示する」と

lふとしたし、資本の

しては筆者自身疑賂な

と考えるならば，従来の調整

デノレは決してその惑を鰐示するために調整費毘を想、定Lているので、は

ない英語:は先述した(2)の理おより拐らかである。ち

みるならば，とれは企業の投資活動に伴って必要と怒れる謁査なはじめとし，

設備機誠のし〆イ主ヌウトの変更，労働者の再訓練等に襲ずる資源や労働力

摘であるとされる。ーニコ私ー資本の凶17震:1生きt弘、工場建設，、設備機械の語九付

ために必ず時間的経遜:棋会livery':laρ が必要となる毒事会玉沢すも

のでゑるとすれば，この罷りで捻資本の悶定性と務整費用は無関係で、るると
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いえよう。

誤整費用と資本の総定性をうまく結びつけるには，例えば，会警察がモピリ

ディを獲得するためじ付加的費用者ど支払う，と想定しな吟ればならなし、。し

かしこのような外部費用としての調整費用 ているそデルはほとんどな

い。以下の第〔会〕第において我々が採用するそデノレはこの点の考患をしてい

る。しかし髭来の調整費用モデノしの基本的性格はすべて保持される。

企業の投資活動それ自体の費用は foregoneoutputの失なあれた諮値で測

られる。いま怠産ブ口々スと投資7p-¥eスが分離しており，後者のプロセス

が労働の議採生産力を変化させることがなく組幹に産出ヮ主主消耗的であること，

が詫来の(内剖n調整費用よそデ、ノレの認定であった。 σしかしながら生産ブロセ

久ーと投資プーロセスが絵合的に攻:索を使用すると考える方がより合理的であろ

う。従って，投資活露ljが盛んになれば労働の限界生産力は変化しなければなら

第節は七レ y ドウェ，イが使用し存分離不可能な鍔築費癒

般的生産関数モデル江のノ…1、である。之のモ

を期したい。

った考:撰は{忠良

の展望であると詞時応寺動学的企業理論ハの

序論となる。今日，調整費用は食業の設備投資のみならず労働の調整，生産

技術の変覧，広告支出，研究開発，符の動学モデルにおいて広く黒いら，れる

ようになったのこうした方向に経済学が指向仁て来た背景には，要素市場の

そピザティーの欠除草マレγピyティーの欠捺，制度的慣習的摩

擦，環境の変化におる経済主体の反症の遅れ，諸々のラッ〆の存在等の現

るるしかしながら筆者が恐れるのはそれらのぞデルがともすれば

いう名目から調整費用というひとつの分析用具に委多大の負荷電とかけ

すぎはしないかとし寸家である。そのような意味からも，新しい分析用具の

開発は謀、務である。

最設に，資重なうrJ手パイスヲどして下さ今た小林好宏，白井孝義のお二人に

感識しま
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1 粗投資量， K 資本純増分， K 資本ストック

L:労 働， X 生産量， s:減価償却率

r ;利子率 w 賃金率 q 資本財価格
p ;生産物価格

C 1 J 代理利潤関数

新古典派企業理論が静学的である原因は，線型の資本財購入費以外のいか

なるタイプの調整費用も考慮の外におくところにあるのであって，目的関数

が毎時点の「代理利潤関数Jsurrogate profit function をはじめから目的

関数として採用するからではなし、。以下に分析するように，企業の現在価値

を目的関数にしたとしても，結局，新古典派の想定のもとでの企業の問題は

「代理利潤関数」の極大化に帰着してしまう所に，新古典派企業理論が静学

から脱却できない理由があるのである。この点を少し立ち入って見てみよう。

1. 企業の制約条件

まず，資本蓄積の状態方程式を次のように定義する。

K(t)= 1 (t)-sK(t)， 1二三O…一-……………・・・…-・………......…(1)

すなわち，投資支出は非負であるとすれば，ある時点、における資本ストック

の純増分はその時点の粗投資量から資本ストックの減耗補填分を差し引し、た

ものと定義される。ここで注意すべきことは粗投資量に上方からの制約がな

い事である。従って，資本蓄積に対する制約がこれだけであれば，一定の資

本財価格を支払うことによって幾らでも資本財を購入かつ据付ける事ができ

る。ジョノレゲンソンはその他の制約条件として初期時点における資本スト v

グ

K( 0 )=Ko:所与………………・・・…・・・………………………………(2)

を追加している。しかしこの制約条件が必ずしも最適資本政策によって満た

されない所にホーベノレモー以来の問題がある。この点は後述する。

企業の生産関数は資本と労働のみを変数とする「代理生産関数Jsurrogate 
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production functionが仮定され

X(t)= F (K(t)， L(t))， K， L， X>  0 ………...・H ・..…...・H ・..…(3)

と表わされる。規模に対する収穫不変の場合は，等量曲線が原点に凸である

事が最適生産技術が一意的に決まるための要件であり，それは生産関数の準

凹性 quasicbncavityと呼ばれる。規模に対する収穫逓減的， つまり生産関

数が凹 concaveである時には，資本と労働の絶対量が一意的に決まる。規模

に対する収穫不変(または一次同次〉の場合は資本と労働の比率のみが決ま

り，それぞれの絶対量は不決定である。ちなみに，凹性，準凹性はそれぞれ

Hessian， bordered Hessianが正であることを意味する。すなわち

IHI=FIl F22一 (FI2Y>0 ……・……....・H ・...・H ・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..(4)

IHI= -(Fl)2F22一(F2YFll十 2F1F2F12>O……………………………(5) 

である。 ここで例えば Fl=<>F/<>K， FIl言<>2F/<>K2である。

2. 企業の現在価値

企業が極大化する目的関数として， 自らの市場価値またはネットキャッシ

ュフローの現在価値(以下では単純に企業の現在価値と呼ぶことにする〉を

想定し，それを次のように定義する。

WEj:R(tk-J;ωs dt 何)

ここで企業のネットキャッシュフローR(t)は次式で与えられる。

R(t)=p(t)X(t)-w(t)L(t)-q(t)I (t) ...・H ・.....・H ・.....・H ・..……(7)

ところで、p(t)，w(t)， q(t)， r(t)は確率的な変数で、あるが計画モデノレを単

純にする方便として各種のタイプの予想、が考案される。ホーベノレモーは静学

的 staticな予想、

p=w=q=q=r=O 
.. -、
'. 

を採用しており，またジョノレゲンソンは

P=w=r=O， q=q(t) 

とし、う半静学的予想を採用している。我々は両者の予想、とはそれ程異ならな

し、ヵ1

p=w=O， r =r(t)， q=q(t) 
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という予慈、を媛用ずる。従って(7)式法

R(t)華道pX(t)→ wL(t) -q( t) I( t)・...…………署・……・………………..(7っ

とやや単純按野に書き改められる。

3. 

かくして(6)式の臨時題を(1)，(2)，(3)の鱗約条件のもとで極大先ずる持じ必擦

な条件は変分法ca:lculusof v丘riationまたは最大値譲渡 maximumprincipお

より求まり

pFr( t)"--[r(t) +戸Jq(t)十 q G ………リ・……………………ぃ・(8)

pF2(t)-w= 0 ……山……...・H ・-・・り…………………...~..……………{め

となる。ところで次の積分を定義する。

w+誌 jp(t〉-wL(日 (rくの十削(t)一《む〈れωt)}K令

.叶e-S~ r〆〈ω一dt膏日令 .ハ一..........…………'口……….. …….川…….川….口.............日...................̂............，..・… 帥
{品)式のWの極大fじは縛のw+の極大先に帰着する

かとなる。

q (O)K(O)は所与であるから(6)式のWの極大化と次式

w++乍可Eイj:約M叫〉片告一s:ω
の緩大北は問{値鼠配いでむある。

綿式の右辺を計算すると

W 村~口j :〉叫凶p凶X駅(tか w山k民t刊 t)s同附K町恥(α山tり〉
r= ~r+， v (+，~ -r: r(s)d 一[q(O)K(O)十 fq(t)K(t)e-Jof¥，S)QSdtJ 

この二項のカヅコの中を部分費分すると

〔ト.汁←叶J=円r寸寸:?h凹i也切史が〔陥q

• e-s;r(が Sdt 
これを代入ナると

w~f:同日以日

ら
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-lim(q(明白)e-S ~ r(s)ds J........................(げ)
となる。

ここで、

lim (q(恨(か-S ~ r(s)ds J = Q ............................................. (1~ 
が仮定されるならw++=w+となり， wの極大化はw+の極大化に帰着する事

が証明された。

最後にw+が極大値を持つための条件を考えよう。 L、ま次の関数を定義し，

これを「代理利潤関数」と呼ぼう。

π(K(t)，L(t))三 pX(t)-wL(の-{(r(t)+ s)q(t) -q(t)}K (t)……(13) 
生産関数の凹性の仮定(4)により πはK*(t)，L*(t)において uniqueglobal 

maximumを持つ。従ってw+の極大値はすべての時点 tでK*(t)，L*(t)に

選択されるときに達成される。要するに，企業の現在価値の極大化は「代理

利潤関数J(13)の極大化に帰着する。

以上が新古典派企業理論を特色づけている静学性のー解釈である。このよ

うなモデルからは投資需要は意味ある形を持って出て来ることは期待できな

い。むしろ資本スト y クに対する需要がモデノレの解で、ある。しかしこの最適

解は初期時点がどうであるかに無関係に決まるとしづ性格を持っている。い

ま初期時点での「代理利潤関数」を極大にする最適資本ストックをK*(Q)と

記すと， K*(Q)チKoの可能性が強L、。もし K*(O)>Koの事態ならば所望され

るだけの資本増加が起こらなければならなし、。ところが新古典派理論が仮定

するように，資本財市場が完全であり，かつ資本財は完全なモピリティを持

っとすれば，この事は論理的には即座の調整(無限大の投資〉すなわち資本

ストックのジャンプとならなければならなし、。

ここで，ジョノレゲシソンの投資理論では現実には即座の調整が実際的理由

によって不可能であると考え調整メカニズムを次のように仮定する。

K(t)= r (K(t)-K*(土)J，-1 < r < Q 

現実の経済にあっては，工場建設，機械の据え付けなど，調整のために必
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ず時間的経過が必要となるから，このような投資関数はきわめて妥当するで

あろう。しかしこのタイプの投資関数は，いくつかの理論的問題を含んでい

る。何よりもこの式は adhocな仮定を含んでおり，さらには代理利潤関数

の極大化行動と矛盾することである。宇沢教援は新古典派理論は「そもそも

資本の固定性を前提していないのであるから，企業は各時点で常に望ましい

量だけの資本を調達すればよいのであって」上にのベたような調整(投資)活

動を行う必要はないとしている。さらに教授は「もし，ジョルゲンソンの説

明したように望ましい資本水準Kべ0)を実現するためになんらかの調整費用
が必要となってくるとすれば，現在時点での投資量も，実はこの調整費用と

の関係で定められることになるはずである。このときには<望ましい投資水

準>という概念だけが意味をもつものであって，<望ましい資本量>はまっ

たく無意味なものとなってくる」としている。筆者としては，同ーの経済学

者が理論と矛盾することを実証の分野で主張する事に対するいましめを教授

が述べておられるように思える。また上のようなタイプの調整メカニズムを

ad hocにではなく理論的に基礎づけるためには， r調整の遅れ」が合理性を
もつような舞台装置が必要であるという主張にも聞こえる。だからひとつの

試みとして調整費用の持つ役割は大きいという事になるのであろう。しかし

ながら，調整費用を想定したとしても，限界調整費用が小さいならば資本ス

トックのジャンプがおこる可能性は依然として残るであろう。

1) アロー[1]はこのタイフ。のモテ‘ルから導出される決定ルーノレを「近視限的決定ノレ

ーノレJmyopic decision rule と呼ぶ。このノレーノレは調整費用が存在しないことの

帰結である。代理生産関数についてはサミュエノレソン[18Jを見よ。

我々は彼の命名にちなんで「代理利潤関数」と呼んで、いる。

2) この点はすでにホーベルモー[4Jによって指摘されている。サンドモ[19Jは期間

分析モデ、ルの中で、同様の指摘をしている。

の その他のケースとして， K*(O)=K~の時I*=βK* ， K*(O)<Koの時K*+sK=0が

最適政策である。ジョノレゲンソン[5J[6J[7J，アロー[1 J等の新古兵派モテノレ

は初期時点、での不連続な調整をひとつの解とする点で、共通の難点を持っている。

4) 宇沢弘文[26J
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5) 畑中康一「企業の投資理論」一橋論叢， 71巻，第5号， 625-632はこの点を指摘

している。

C 2 J 調整費用モデル

ケインズが資本スト vクではなくむしろフローとしての投資需要を問題と

した点に，投資理論の原点を見出すことができる。アイスナーとストロ y ツ I

[ 2 Jは資本ストックの調整に伴い付加的に発生する内部費用が調整の遅れの

原因となる点を重視し，投資量も実はこの内部費用=内部調整費用との関係

で決定されると考えた。

ところで我々は企業の問題を，所与の初期資本ストックに対して企業の現

在価値を極大にするような固定的ならびに可変的インプットの時間径路を選

択することである，と考える。しかしながら，この時間径路を制御するのが

投資行動であるためには以下で、採用されるような非線型の投資関数の想定が

必要である。

1.調整費用

ケインズ[8Jは投資の予想収益が逓減的であるという想定の他に，資本財

市場の不完全性をあわせて想定したことは周知の事に属する。この二つの想

定のもとでは資本の限界効率表は右下りとなり，利子率との一意的交点が求

まる事は保証される。我々のタームで言えば，後者の想定は上昇的限界投資

費用に他ならず，これによって最適投資水準が一意的に決まるという事にな

る。アイスナーとストロッツ自身も投資費用関数が凸となる理由のひとつに

資本財市場の不完全性により，資本財価格表が右上りとなる事をあげている。

しかしながら，競争的企業を対象とする限りケインズや彼等の想定は無効で

ある。しかし資本財を据付けるまでの遅れ deliverylagを短縮するために外

部に支払われる費用を想定する事は資本の固定性を明示するためにも必要で

あろう。我々はこの費用を外部調整費用と呼ぼう。

これに対して内部調整費用があるo これは，企業の投資活動に伴って必要

とされる調査をはじめとし設備機械のレイアウトの変更，労働者の再訓練
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宅事に要ずる援護の費消，をその内容とするが，資源が生議プロセスに投入さ

れれば生んだであろう f抗告goneoutputで鵠られる一種の機会費用である。

のように考えると金梁が負担する投資の総襲用は

C(I(t) ;p(t)， q(t)) =p(t)a(I(t))十q(t)b(I(t))• l(t) ...……………ひ}

となる。ここで第一裂はお問goneoutputの錨値で測った

エ項は外部関整費用で、ある。資本財生産部門の供給能力が当該金議の需要に

て著しく大きい場合にはb口 1となるであろう。

ところで内都銀整費用と生産関数との際保を党ておく ろう。トレ

ッドウニιイ(22)は生産活動と投資活動は密接に結びついており，投資活露与が

盛んになればそれだけ多くの foregoneoutputが失なわれ，それは一般的佐

渡欝数

X(t)= 1干くK(t)，.L(t)， K(t))………-…...・ H ・............・ H ・........・ H ・..'(2) 

0， F33くO

tこ要約されるとしている。もし失なわれる生産物を特に取り出す事ができる

ならばょのー毅的生脆関数から競整費用安分援することができる。この時議

3業費用は分離可能 s母伊rableであると書い

X(t) = F(K(t)，L(t))…a(I(t))……‘.....…..，・ a・.........…一……………(3)

と表わすことができる。註くけはグーノレド・タイブの分離可能な謁整盛期で

ある;一般的生議鴎数の性格は a(けのど:註 convexity

a(O)口 0，a'(.)> 0 ， aぺ・)>0 for 1 > 0 …………...・H ・..………(4)

によって保存される。

また b(けが出であるか凸であるかに爵する自明的理由は存在しなし、。そ

れは資本財市場の事情によって異なるであろう。我々i主単にb(けが増加鶴

数である事だけを想定しよう。

b(・)> 1 forl > 0， b' (・)>0…………・…....岳H ・H ・…一……・… a・・(5)

かくて投資費用関数は強く出である。

C(O)= Q， O(・)>0，Cぺ・)>0 for I >0.;"…・…・・…...・H ・-……(6)

2. モ デ、ノレ
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企業は所与の初期資本ストック

K(O)=Ko'・-…… …・・・・・・……・・・・・・…………… ……・・・…・・・・・ ・・・………(7)

に対して査業の現在価値

w=j:Kt〉e-J;ωsdt 伶)

ただし

R(t)=pF(K(t)， L(t))-wL(t)一C(I(t))………...・H ・..…...・H ・-・…(9)

を極大にするように固定的及び可変的インプ y トの時間径路を選択する。

資本蓄積の状態方程式は

K(t)=I(t)-sK(t)， 1 と O…………………・・ ………………………(lG 

生産関数Fは凹性，準凹性を持つ。

IHI>O '"・ H ・..………… ……… ...・ H ・..………・・…...・ H ・..…...・ H ・..…ω
IHI>O '"・ H ・.....・ H ・-・…...・ H ・..………...・ H ・..…...・ H ・H ・H ・..…...・ H ・..ω
資本と労働は静学理論で言うところの補完財 complementarygoodsで、か

っ非劣等財 noninferiorgoodsであると想定する。すなわち

Fl2 =F21 > 0 ………………………・・・………………・・・…………………(13)

Fl2 F2-f22 Fl> 0 ……………・・・…………...…………………………OA)

F21 FI-Fn F2> 0 

以下単純化のための静学的staticな予想を採用する。すなわち

p=w=q=q=r=O 

この時最適性の必要条件は

pF1一 (r+めC'十C'=0...・H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....(1$ 

pF2-w  0....・H ・....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(16)

終点に関する条件(横断性の条件〕は

lim [C'(t)K(t)e -rt J = 0 …………・・・……………・・・………………・・・納

である。

悼式を積分の形に直すと

的 =f:PFlゆ一(川
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この式は投資の限界費用と投資の帰属価格(需要価格)との均等条件に他な

らなし、。

帥式は労働の限界生産力と実質賃金率との均等条件である。労働の需要関

数はこの微分方程式を解いて求まる。

投資関数を求めるために(1$式をさらに計算すると二階の微分方程式

pF1ー(r+s)C'+CぺK+sKJ=0 …'"・H ・..…………………………(15')

を得る。この式の解

K(t)=日(K(t)-K勺， 日<0......……・・・・・・………………・・・…………帥

と帥式より投資関数

I(t)= a (K(t)-K勺+sK(t)…H ・H ・..，・H ・.....・H ・.....・H ・......・H ・-……帥

を得る。ここでK*は長期定常状態 (K=K=O)における資本ストックであ

る。帥式は，最適資本ストックの径路上での最適投資量を示しており， M式

は最適資本ストックの径路上での長期定常状態への収束径路を示している。

この収束径路は，従って， r伸縮的加速子Jflexible acceleratorとして知ら
れているストック調整の一類型によって近似されることになる。

1) 資本財の市場価格qは購入価格とは異なる。購入価格qbはdeliverylagを短縮す

るにつれて増大するからである。我々は連続分析を用いているから投資の決意と

資本財の据付けの聞には遅れ (deliverylag)がないと想定しなければならない。

言い換えれば，遅れがゼロになる迄附加的外部費用(プレミアム〉が支払われる

と考えるのである。 bは一般には次のように示されるであろう。

b叩， 1点I(叫

従つて我々は0=0のケ一スを考えることになる。資本蓄積の状態方程式帥を想

定するモデルはこのような想定に立っているはずであるが，何のことわりもない

のは奇妙で、ある。

2) 内部調整費用をこのように考えるモデ、ノレとして例えばEisner& Strotz[2J， Lucas 

(9 J， [10J， Treadway[21]， (22J， Schramm[20J， Gould( 3 Jなどがある。

3) Gould[ 3 J。生産プロセスと投資プロセスが弱く分離可能であれば一般に

X =F(K，L) -a(K， K) 

と審かれる。もっとも Gouldはaの形を a(K+βK)=a(I)に限定しているのに

対し Lucasはa(K/K)としている点に相違点はある。また GouldのaはIに関

する二次形式 quadraticのタイプ，例えば a=uI十vFに特定化されているがこ
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の事は本質的ではない。

4) bのスケジューノレは資本財供給側の行動を織り込んでいる。 bが deliverylagの

みの関数であると想定しそのスケジューノレを

O<b(8)<l b'<O 

1 <b(8)<∞ b'>O 

b (0)= 1 b'= 0 

b(O)=l 

と想定しているのはMaccini[10である。ジョルゲシソンは deliverylagはまっ

たく予測不可能であるとの想定するが，これに対して Nerlove[15]は否定的であ

る。もし deliverylagが確実に予測されるなら資本蓄積の状態方程式は，例えば

K(t) =I(t-o) -sK(t) 

と変わるであろう。この点に関しての議論は他日を期したい。

5) 長期定常点の近傍で(15')，帥の線型近似体系を作ると

pFII(K-K勺+pF12(L-L*)ー (r+13) C"[K +β(K-K*)] +C"[K+ sK] = 0 

pF21(K-K*)+pF22(L-L*)= 0 .…....・H ・...・H ・H ・H ・-…H ・H ・H ・H ・...・H ・....・H ・.(ホ〉

これより(L-L*)を消去すると

長一TK+「』旦一(r+仰い-K*)=0......・ ・・ ・・… (紳〉lC" F22 ，.. '-/'-J 
を得る。この二階の微分方程式の根は

日=十[r:l::，v'戸市〕 附

M<Oであるから長期定常点は Saddlepointである。

最適径路が安定(K→K*)であるためには，日は負でなければならなし、。

従って線型体系(*めから得られる解は

K(t〉-K*=Aeot，日<0

初期条件Koを用いると最適径路を得る。

K(t〕-K*=(Ko-K*〉eHt・..…・…...・H ・H ・H ・..………...・H ・-・…一………〔料**)

これを時間について微分すると帥式を得る。

K(t)=α(K(t)-K*)，日<0…….....・H ・-……......・H ・.....・H ・...・H ・....・H ・.M

この motionfunctionは最適資本ストックの径路の収束性を示している。また

(仲林〕より投資行動が分布ラグ distributed lag によって特徴づけられる事がわ

かる。ここでK*に対するウエイトが時間と共に増大して行くのがわかる。すな

わち

K(t)=( 1 -e日t〉K*+eEtko，d<0 

C 3 J 一般的生産関数モデル:ノート
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1.生産総数

代理生産欝数 surrog抗告 productionfunctiol1比企業の生家量が資本と

労働にのみ依存することをその特徴とするのに対し， トレッドウェイ [22J，

[23J， [24Jモルデンセン(13Jのそデノレで使用されている プロセスと

投費プ1'142:スが結合的に資源を使用す 明示する「一般的主主盗事選数jで

ある。この関数は議3襲警費用を表わす投絡を轍えており，例jえば

X(t)=FくK(t)，L(t)， K(t)) 

と表わずと，内部調整費用の凸性は

Fs< 0， FS3くO

によって表現される。

ニつのプロセスが結合的である察，従って調整費用が separableな関数と

して取り出ぜない事は

F23チO

を意味ずる。上の分離不可能性nons芭par註bilityは一般能に捻成立するという

のが， トレ y ドウコユイ (22Jの想定であるo しかしながら，披自身述べている

ようにこのような一般的生産関数モデルから得た結論は必ずしも示唆に寝む

ものではなし、特に(i)新古典派静学モデルや関parabl告タイプのモデルに

比べて与える情報が限定される(ii)符吟の判定のためには最漉性の十分条件，

必要条件，安定粂件の他に，静学モデルでの情報を必袈とするが，必ずしも

確定しなし、(iiりさらに，長期と短期について要素議要路線の勾配が異なる

と断替できなし、。供給出畿についても同様にくサミュニιノレソンール・ジヤト

予品の原理>の成立が危ぶ;J:れる。これらの不都合の原患がF23チOなのであ

る。すなわち，判らかのタイプの separabilityの詩、定は結論宏一層明確にす

ると蓄える。言うまでもなく，調整費用を持らかのタイプにしろ明示的に分

させて考えることに判の自明的淑おも存在しなし、。しかもトレッドウェイ

自身議べているように， r可変的嬰紫が生産活動のみならず企業の成長話番
にも資献する可能性は実欝的にみてまったくプ戸…ジブルである。jとすれば，

我々が前節で晃てきたような数学タイプの投資理論は麗整費用の separabil-
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ityに対してはある意味で adhocな想定をもっていると言える。

1) nonseparable adjustment costのアイデアは本来 Uzawa(25Jによる。

2) Samuelson(l7J p.36， 38 

Morishima(12J p.3-4， 11-14， 20 

付記一(分離可能な調整費用モテール〉ー

最適径路の長期定常点に対応する資本ストックを Kへ そこでの長期労働

需要量を L*と記すと，長期要素需要曲線を得る。それらを

K*=K*(r， w， q， p)・・………………………………………………(A-l)

L* =L* (r， w， q， p)……………...……… ・・………………………(A-2) ， 

と表わす。この時企業の長期供給曲線は

X*=F(KヘL*)-a (sK勺………………………………・・ ・・・・・・(A-3)
と表わされる。パラメーターとKへLへX*との関係は以下の計算により明

らカミとなる。

K=K=Oとおいて(15')，帥式を全徴分して整理すると

[p戸此F巴日u-C'
pF巴九2引 pFzz)¥dL*リ/ 

!dr ¥ 

(r+戸)a'-Fl)I dw ¥ 
11. 1・h ・-…・(A-4)

-FzJ I dq i 

o (r十s)(b+b'sK勺

1 0 

dp I 

これより次の符号条件がわかる ([2J節(13)より， F1Z=Fz1> 0 ) 

elK*jelr= pFzzC'jlAI < 0 
・・…………・・・………(A-5)

elL*jelr= -pF1zC'jIAI < 0 
ここでIAIは(A-4)式左辺の行列式であるが生産関数の凹位と調整費用関数

の凸性からその符号は正である([2 J節の脚注⑤参照〉。すなわち

IAI=p[pIHIーC"Fzz(r十戸)sJ>0 ………………...・H ・.....・H ・..…(A-6)

以下同様の手続きにより残りの符号・条件を得る。
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dK*jdW= -pFt川AI <0 
・・・(A-7)

dL*jdW= (pFll-C"(r十戸)sJ/IAI < 0 
dK*/dq= p(r+ s)(b+ b'sK*)F22/IAI < 0 

・・・(A-8)
dL*jdq = -p(r+ s)(b+ b'sK勺Ft2jlAI < 0 

dK*j日 ((F2tF2-F22Ft)十日川2J/IAI言。
(A-9) 

dL*jdp=p((F品 -FllF2)+ (r+ s)(C官 2jp-a'Ft2)JjIAIぞ0
以上の計算の結果次の問題が出てくる

イ)b = 1， b'= 0の場合に限って長期要素需要曲線の対称性

dK*/dW= dL*jdq(r + s) 

が成立する。もちろん長期定常状態において b(自主勺=1が成立する自明的

理由はない。

ロ〉さらに動学的最適化理論における非劣等財の定義は静学理論における定

義とは密接なつながりを持たなし、。換言すれば，生産物価格の上昇は調整費

用の価値の増大をも意味するから，要素需要が促進される保証はない。

ハ〉この事はまた長期供給曲線の勾配を不確定にする。すなわち

pl百1
dX*/dp=寸可一一G， G<:O 

一般的生産関数モテソレについても同様の符号の不確定性が生ず、るだけでは

なく，イ〉の対称性はまったく成立しなし、。
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